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市の人口

（昭和58年ｌ月1日現在）

世帯数49，808世帯（前月比22世帯減）

人ロ158，054人（前月比167人増）

男78，893人

女79，161人

三室戸駅前

自転車等駐車場を

開設
放
置
自
転
車
な
ど
の
解
消
へ2

月
1
日
か
ら
使
用
開
始

宇
治
市
内
に
は
、
国
鉄
・
私
鉄
あ
わ
せ
て
‐
力
所
の
駅
が
あ
り
、
駅
周
辺
は
自
転
車
や

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
が
数
多
く
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
財
団
法
人
日
本
自
転
車
普
及
協

会
が
放
置
自
転
車
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
建
設
を
進
め
て
い
た
三
室
戸
駅
前
自
転
車
等
駐

車
場
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
東
宇
治
地
域
で
は
最
初
の
市
営
駐
車
場
で
、
二
月
一
日
か
ら
使

用
で
き
ま
す
。
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
な
ど
を
一
掃
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▲オープンを待つばかりの自転車等駐車場

市
で
は
、
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
車
や
モ
ー
タ
ー
バ
イ

ク
を
解
消
す
る
た
め
、
市
内
五
力

所
の
駅
周
辺
に
自
転
車
等
駐
車
場

ｍ
ｍ
す
る
一
方
、
街
頭
指
導
や

立
て
看
板
な
ど
の
啓
発
活
動
も
継

続
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
ぶ

し
、
放
置
さ
れ
る
自
転
車
や
モ
ー

タ
ー
バ
イ
ク
が
ま
だ
後
を
断
ち
ま

せ
ん
。
放
置
自
転
車
な
ど
の
解
消

牽
の
ざ
し
て
、
市
と
財
団
法
人
日

本
自
転
車
普
及
協
会
が
地
域
の
協

力
を
得
て
、
京
阪
三
室
戸
駅
前
に

自
転
車
等
駐
車
場
を
建
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
東
宇
治
地
域
で
は
最

初
の
も
の
で
、
二
月
一
日
か
ら
便

用
す
る
こ
と
が
で
孝
示
す
。

京
阪
三
室
戸
駅
は
地
理
的
な
関

係
で
住
宅
地
と
駅
ま
で
の
路
線
バ

ス
が
な
ぐ
、
そ
の
た
め
自
転
車
や

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
の
利
用
者
が
多

く
、
駅
周
辺
の
路
上
に
自
転
車
や

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
が
数
多
ぐ
放
ａ

さ
れ
、
付
近
住
民
の
社
会
生
活
に

深
刻
な
影
響
を
与
入
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
踏
切
上
で
の
車
の
離
合

に
も
支
障
含
巡
し
、
大
き
な
事

ヽ
4
現
在
の
三
室
戸
駅
周
辺
の

放
置
自
転
車

故
の
発
生
に
つ
な
が
る
状
態
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
シ
な
状
況
を

解
消
し
、
市
民
生
活
の
向
上
か
ほ

か
る
た
め
三
室
戸
駅
前
に
自
転
車

等
駐
車
場
夕
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

利
用
申
し
込
み

2
9
日
か
ら
受
付

こ
の
自
転
車
等
駐
車
場
は
、
京

阪
三
室
戸
駅
東
側
（
冤
道
谷
下
り
）

に
市
内
で
最
初
の
本
格
的
な
有
料

＝
＝
一
コ
「

教育委員長に

古池さん

昨
年
の
十
二
月
二
十
四
日
の
十

二
月
定
例
市
議
会
で
、
古
池
二
巳

雄
さ
ん
（
六
十
五
歳
）
奮
高
市

教
育
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
心
一
の
同
意
欠
得
た
古
池
教

育
委
員
は
「
長
年
の
教
育
経
験
を

生
か
し
、
重
責
を
ま
っ
と
シ
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
か
述
べ
ま
し
た
。

古
池
新
教
育
委
員
長

ま
た
、
二
土
〈
日
に
開
か
れ
た

教
育
委
員
会
で
古
池
委
員
が
教
育

委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

古
池
教
育
委
員
長
の
略
歴
は
次

の
と
お
り
で
す
。

昭
和
十
二
年
京
都
師
範
学
校
本

科
二
部
（
現
京
都
教
育
大
学
）
卒

業
、
十
二
年
四
月
久
世
郡
久
津
川

尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
、
二
十
九

年
四
月
市
立
槙
島
小
学
校
教
頭
、

三
十
八
年
四
月
市
立
東
宇
治
中
学

校
教
頭
、
四
十
二
年
七
月
同
校
校

長
、
四
十
九
年
四
月
市
立
黄
道
小

学
校
長
、
五
十
二
年
四
月
教
育
委

員
会
学
校
教
育
指
導
主
事
を
歴
任
。

宇
治
市
神
明
宮
東
一
〇
〇
の
一
に

在
住
。

奥
田
教
育
委
員
長

1
2
月
2
5
日
に
退
任

去
る
十
二
月
二
十
五
日
付
で
、

奥
田
弘
教
育
委
員
長
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

奥
田
教
育
委
員
長
は
、
昭
和
二

十
七
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
京
都

市
立
川
岡
、
藤
森
’
］
ハ
原
の
各
小

学
校
長
涙
荏
さ
れ
、
四
十
八
年

一
月
か
鳶
落
市
教
育
委
員
、
同

年
十
一
月
に
教
育
委
員
長
に
就
任

さ
れ
、
九
年
に
わ
た
り
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
し
た
。

長
い
間
の
ご
活
躍
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

145

市
営
駐
車
場
と
し
て
建
設
。
総
事

業
費
二
千
九
百
五
十
二
万
円
、
鉄

骨
二
階
建
て
（
延
べ
六
百
二
十
八

・
一
四
平
方
む
）
で
、
収
容
台
数

は
六
百
二
＋
1
て
一
階
三
百
四

十
八
台
、
二
階
二
百
七
十
九
台
）

に
な
っ
て
い
ま
ず
。

自
転
車
等
駐
車
場
の
利
用
は
有

料
で
す
。
二
月
一
日
の
開
設
に
先

立
っ
て
定
期
予
約
の
申
し
込
み
受

け
付
け
舎
行
い
未
丁
。

▼
受
付
日
上
月
二
十
九
日
出
か

ら
毎
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後

八
時
。

▼
受
付
場
所
・
・
・
駐
車
場
の
管
理
事

蔚

放
置
自
転
車
な
ど
の
一
掃
に

市
民
の
協
力
を

市
内
に
は
、
国
鉄
・
私
鉄
の
駅

が
十
一
あ
り
未
了
。
昨
年
九
月
の

調
べ
に
よ
る
と
十
一
の
駅
周
辺
の

放
置
自
転
車
数
（
モ
ー
タ
ー
バ
イ

ク
含
む
）
は
ニ
エ
（
百
五
台
、
一

方
、
市
営
駐
車
場
利
用
台
数
は
Ｉ

な
お
、
こ
の
駐
車
場
は
多
く
の
千
二
百
七
十
一
台
、
私
営
駐
車
場

台
数
を
収
容
1
蚤
す
の
で
、
放
利
用
台
数
二
千
三
百
六
十
八
台
に

置
自
転
車
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
な
っ
て
い
未
了
。
こ
れ
は
四
一
・
七

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
詳
し
い
こ
と
や
問
い
合

わ
せ
は
、
交
通
労
政
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＝才≪■ご力

三窒戸駅前自転専等駐車場

Ｓ・駐車料金

ぐに心ご 自転車 自動二輪車（125ｃｃ以下）

定

期

分

1ヵ月 1，500円 ‘2，000円

3ヵ月 4，000 5，500

6ヵ月 ｓ，ｏｏｏ11，000

一時利用分 ＩＢ100 150

時間外留置 ｌａ100 150

●開設時間：

毎年1月4日～12月31日｜

午後6時3ａ分～午後10時30分（ただし，12月1日～1

3月31日の間、夜間について午後9時まで）Ｅ

……………………………．．．……………………．…………．．Ｅ

％
の
自
転
車
な
芦
徊
駅
周
辺
に
放

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
求
了
。

今
回
の
三
室
戸
駅
前
自
転
車
等

駐
車
場
の
開
設
に
よ
り
市
内
の
市

営
駐
車
場
は
六
ヵ
所
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
放
置
自
転

車
問
題
が
全
て
解
決
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
自
転
車
、

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
の
利
用
者
が
増

加
し
。
放
置
自
転
車
な
芦
石
増
加

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

市
で
は
、
通
行
人
の
安
全
や
車

の
事
故
防
止
か
ほ
か
り
、
災
害
時

の
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
活

動
に
支
障
を
及
ぼ
す
放
ほ
自
転
車

な
ど
を
解
消
、
同
時
に
自
転
車
や

モ
Ｌ

心
し
て
駐
車
で
き
る
置
場
を
確
保

す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
と

国
鉄
宇
治
駅
前
に
市
営
自
転
車
等

駐
車
場
か
設
置
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
ず
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
住
み
よ
い

町
づ
ぐ
り
の
た
め
放
置
自
転
車
追

放
運
動
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協

力
裳
競
い
い
た
し
ま
ｙ
。

長
村
源
次
郎
さ
ん

宇
治
市
自
治
功
労
者
の
長
村
源

次
郎
さ
ん
（
大
津
市
堅
田
衣
川
町

川
水
二
九
の
七
）
は
、
一
月
七
日

肺
Ｍ
腫
の
た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た

七
十
五
歳
。

長
村
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年

四
月
か
ら
二
土
八
年
二
月
ま
で
旧

宇
治
町
会
議
員
、
二
土
八
年
四
月

か
ら
四
十
二
年
三
月
ま
で
宇
治
市

議
会
議
員
、
四
十
五
年
十
一
月
か

ら
四
土
〈
年
四
月
ま
で
京
都
府
議

会
議
員
、
ま
た
、
二
十
八
年
二
月

か
ら
三
十
年
二
月
ま
で
宇
治
市
監

査
委
員
姦
荏
さ
れ
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
兄
で
ご
め
い
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

12月定例市議会

Ｉ
宇
’

付近の略図

自転車等駐車場
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昨年の火災54件、損害約1億円

消
防
本
部
の
ま
と
め
た
「
昭
和

五
十
七
年
火
災
・
救
急
統
計
」
に

よ
る
と
、
昨
年
中
に
発
生
し
た
火

災
は
五
十
四
件
、
損
害
額
は
約
九

千
五
百
六
十
五
万
円
で
。
現
在
調

査
中
の
二
件
も
含
め
る
と
一
億
円

を
躯
λ
る
額
に
至
り
ま
す
。

死
傷
者
数
は
、
死
者
は
な
ぐ
負

傷
者
五
人
と
一
昨
年
よ
り
減
少
。

火
災
の
発
生
原
因
は
、
第
一
位

が
た
ば
こ
の
不
始
末
（
十
件
）
、

第
二
位
は
疑
い
も
含
め
て
放
火
（

八
件
）
、
第
一
后
は
火
遊
び
（
七

件
）
で
、
依
然
と
し
て
た
ば
こ
の

不
始
末
と
火
遊
び
が
恚
冪
占
め

て
い
ま
7
．
こ
れ
ら
の
原
因
は
、

防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
す
。

冬
唸
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
芦
忿
ハ
を

蒙
つ
こ
と
の
多
い
時
、
後
始
末
を

完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

東宇治分団による小型ポンプ操法（1月7日出初め式で）

一
方
救
急
出
動
件
数
は
、
二
千

五
百
八
十
九
件
。
五
十
五
年
か
ら

引
き
続
き
交
通
事
故
（
八
百
七
件
）

な
ど
外
傷
性
患
者
が
増
加
し
、
急

病
な
μ
の
内
科
的
患
者
が
減
少
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
未
了
。

1
月
2
6
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー

一
月
二
土
八
日
は
、
昭
和
二
十

四
年
に
法
隆
寺
の
金
堂
壁
冒
が
焼

損
し
た
日
で
、
こ
れ
を
契
機
に
文

化
財
防
火
デ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。宇

治
市
に
も
、
平
等
院
鳳
凰
堂

な
戸
薮
多
く
文
化
財
が
恥
り
ま
ず
。

大
切
に
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
た

い
貴
重
な
も
の
ば
か
り
。
次
の
こ

と
に
注
意
に
蚤
し
ょ
う
。

①
文
化
財
の
ま
わ
り
で
は
、
た

き
火
、
た
ば
こ
な
戸
ぷ
ハ
を
絶
対
に

ｍ
な
い
②
子
μ
石
の
火
遊
び
、

花
火
な
芦
ぶ
き
せ
な
い
③
落
書
き

や
い
た
ず
紅
去
そ
な
い
。

宇
治
市
消
防
本
部
で
は
、
一
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
文

化
財
を
守
る
た
め
の
訓
練
、
査
察

な
ど
ぷ
奇
一
し
で
い
求
了
。

多
額
の
医
療
費
を
払
っ
た
が
税
は
安
く
な
る
の
…
。

下
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た

額
が
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
水
子
。

対
象
と
な
る
医
療
費
と
は
、

診
療
や
治
療
な
芦
夢
受
け
る
た

め
に
直
接
必
要
な
費
用
で
、
主

倒
治
療
の
た
め
の
あ
ん
ま
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
師
、
は
り

師
、
き
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復

師
な
ど
に
よ
る
施
術
費

㈲
保
健
婦
や
看
護
婦
、
准
看
護

婦
な
ど
に
対
し
て
支
払
っ
た

し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
－
ｒ
ｖ
Ｈ

も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

出
容
姿
を
美
化
し
、
顔
だ
ち
を

変
え
る
な
ど
の
目
的
で
支
払

っ
た
整
形
手
術
の
費
用

切
健
康
増
進
や
疾
病
予
防
な
ど

確
定
申
告
す
る
と

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る

に
次
の
よ
フ
な
も
の
で
す
。

剛
医
師
や
歯
科
医
師
に
支
払
っ

た
診
療
代
、
治
療
代

即
治
療
や
療
養
の
た
め
に
必
要

な
医
薬
品
の
購
入
費

Ｃ
Ｏ
病
院
や
診
療
所
、
助
産
所
へ

入
院
す
る
た
め
の
費
用

療
養
上
の
世
話
の
費
用

㈲
助
産
婦
に
対
し
て
支
払
っ
た

分
べ
ん
の
介
助
料

以
上
の
よ
ラ
な
も
の
な
ど
で
、

そ
の
病
状
に
応
じ
て
一
般
的
に

支
払
わ
れ
る
水
準
か
薯
し
ぐ
超

え
な
い
も
の
を
い
い
未
了
。

の
た
め
の
医
薬
品
の
費
用

即
人
間
ド
″
ク
な
ど
の
健
康
診

断
の
た
め
の
費
用

㈲
日
常
生
活
の
用
雪
4
た
め

の
眼
鏡
、
義
手
、
義
足
、
松

葉
づ
ぺ
補
聴
器
な
ど
の
購

入
費
用

公民館のおしらせ
○宇治市公民館…宇治里尻71の9

（ｎ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ｎＲ8290）

○宇治市小倉公民館小倉町寺内

91（ｎ⑩4687）

青年教室の日程表
日時 内容 講師

1
ｌ月29日山

14時－17時

開講式

オリエンテーション

ゲーム指導

レクリエーション指導翼

高厘邦一さん

2
2月11日面

13時～16時
「お茶の歴史と宇治丿荼香服

宇ＳｉｔＩ史資料室

若原美戈さん

東宇冶荼裏青年ｍ

3 2月20日ＩＨ）6時－19時
スキー「若者スキー教室」

文渉中

4
3月12日山

14時－16時

レクリエーションダ

ンスと唄

日本レクｌμ－シ

ョン協会濁ｉ

≪谷由妃于きん

5
3月ｌ9日山

14時－16時
レク’ｌエーションゲーム

日本レタリエージ，

ン協指寸ｎ

中宅正啓さん

6
3月25日倒

9時－12時
野外活動のもち方

青少年育成ア

ドバイザー

ｉＳ村省三さん

7 3月30日伽9時－17時
野外活ｍ実習

（飯ごう炊さん）

第
4
回
子
ど
も
映
画
会

▼
と
き
・
：
1
月
2
2
日
出
、
午
後

2
時
1
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

市
小
倉
公
民
館
▼
上
映
作
品
…
…

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
墜
（
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
1
0
分
）
、
「
あ
か
ず
き

市
・
府
民
税今

月
は
納
期

一
月
は
、
市
・
府
民
税
の
第
四

期
分
の
納
期
月
で
ｙ
。
お
忘
れ
な

く
お
近
ぐ
の
金
融
機
関
へ
納
付
し

な
お
、
「
負
担
し
た
医
療
費
」

と
は
、
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら

保
険
法
な
μ
の
規
定
に
よ
っ
て

支
給
さ
れ
る
療
養
費
や
分
べ
ん

費
、
家
族
療
養
費
、
生
命
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
額
夕
差

し
引
い
た
額
を
い
い
未
丁
。

◇
一

税
金
に
は
ヽ
一

知
っ
て
お
く
と

1
1
1

便
利
な
こ
島
こ

い
ろ
い
う
雪
一

ま
す
・
税
命
≒

つ
い
て
疑
問
や
一

質
問
が
あ
り
ま
一

し
た
ら
、
市
民

税
課
（
容
⑩
3
一

1
4
1
）
ま
で
】

お
寄
甘
ぐ
だ
さ

い
。

（
市
民
税
課
）

－－－一一・－・－－一一一・

5万円と所得の5％と

のどちらか少ない額

負担した

医療費

1

1

1

1

自

1

－

－

－

Ｉ

－

か
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
2
0
分
）
、

「
い
ち
£
婬
ん
だ
手
撚
（
児
童

劇
映
画
3
0
分
）

若
者
ス
キ
ー
教
室

大
自
然
の
中
で
ス
キ
ー
を
習
い

な
が
ら
、
友
情
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

Ｍ－

て
ぐ
だ
さ
い
。

「
納
期
内
完
納
で
進
め
る町

づ
く
り
」

（
納
税
課
）

パ
ー
ト
保
母
・
ア
ル

バ
イ
ト
保
母
募
集

市
で
は
、
保
育
所
の
パ
ー
ト
保

母
お
よ
び
、
ア
ル
バ
イ
ト
保
母
の

登
録
希
望
者
か
剪
集
し
禾
す
。

・
パ
ー
ト
保
に
・
・
・
長
時
間
保
育
に

伴
い
、
朝
と
夕
方
に
正
規
の
職
員

の
勤
務
時
間
以
外
に
保
育
に
当
っ

て
い
た
だ
ぐ
人
で
、
四
十
歳
未
満

の
人
。

・
ア
ル
バ
イ
ト
保
屏
了
・
保
母
の
補

助
、
あ
る
い
は
保
母
に
代
っ
て
保

育
に
当
っ
て
い
た
だ
ぐ
人
で
、
保

母
資
格
を
有
す
る
か
、
資
格
は
無

い
が
経
験
の
あ
る
人
。

申
1
込
み
は
、
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
六

ヵ
月
以
内
に
写
し
た
写
真
か
ほ
っ

て
保
育
課
ま
で
。
（
保
育
課
）

宇
治
・
城
陽
・
久
御
山

勤
労
者
囲
碁
大
会

宇
治
・
城
陽
・
久
御
山
の
勤
労

者
の
親
ぼ
ぐ
か
ほ
か
る
た
め
の
囲

碁
大
会
が
開
か
れ
乖
ｙ
。

▼
と
き
・
・
・
2
月
1
3
日
興
午
前

▼
と
き
・
・
・
2
月
2
0
日
旧
▼
と
こ

ろ
・
：
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
▼
対
象
…

市
内
在
住
の
中
学
生
と
高
校
生
▼

定
員
・
・
由
人
（
先
着
順
）
ｙ
費
用

・
・
・
参
加
費
二
千
二
百
円
、
貸
ス
キ

ー
千
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治

市
公
民
館
、
小
倉
公
民
館
、
木
幡

9
時
半
受
付
、
1
0
時
開
始
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼

参
加
資
格
・
：
宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山
町
の
在
住
者
か
勤
務
し
て

い
今
人
▼
級
別
・
・
Å
級
＝
初
段
以
上
、
Ｂ
級
＝
1
級
～
5
級
、
ｃ
級

＝
6
級
λ
1
1
一
級
▼
申
し
込
み
・
・
・
2
月

5
日
出
ま
で
に
、
参
加
費
千
円
舎
原
え
て
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
ａ
ａ
2
3
1
5
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
二
月
十
三
日
剛
に
太
陽
が
丘
で
、

ぶ
ん
な
で
走
る
2
健
康
ラ
ン
ニ

ン
グ
大
戸
が
開
か
れ
季
ｙ
。

▼
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
部
・
・
の

1
0
Ｊ
＝
高
校
男
女
、
一

般
、
高
齢
者
ｃ
ｌ
ｏ
＊
ｂ
＝
中
学
男
、

高
校
男
女
、
一
般
、
高
齢
資
叩
Ｊ
Ｊ
＝
小
学
男
女
、
中
学
男
女
、
高

校
女
、
一
般
、
高
齢
煮
5
）
Ｃ
Ｊ
＊
0
＝
小
学
男
女
▼
居
阿
部
・
・
・
6
Ｊ
、

3
Ｊ
、
2
＊
ａ
3
Ｖ
＜
Ｄ
＊
ｎ
の
5
区
間
で
、
Ｉ
チ
ー
ム
6
山
詞
。

男
女
の
部
に
分
け
、
男
女
混
成
は
男
子
の
部
と
す
る
。
（
小
学
生
、
高

校
男
、
大
学
男
は
不
可
）
▼
親
子
レ
ー
ス
3
＊
。
。
。
親
1
7
Ｊ
、
子
1
3
・
ｆ
ｒ
°

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
出
場
日
、
種
目
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
（
学
校
、
学
年
）
、
電
話
番
号
、
駅
惧
は
チ
ー
ム
名
と
代

表
者
名
を
明
記
の
う
ぇ
、
府
立
山

城
運
動
公
園
（
広
野
町
八
軒
屋
谷
、

公
民
館
へ
参
加
費
と
貸
ス
キ
ー
代

か
添
え
て
来
館
の
う
え
申
し
込
ん
Ｐ
＾

／
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

青
年
教
室

▼
日
程
と
テ
ー
マ
・
・
上
表
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市

内
在
住
の
中
学
隼
と
高
校
生
▼
定
員
…

4
0
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
・
：
ス
キ
ー
と
・
野
外
活
動
実
習
に
は
実

費
が
必
要
▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公

民
館
へ
直
接
来
館
し
て
申
し
込
み
鴛
ス
キ
ー
参
加
者
は
、
申
込
時

に
上
の
「
若
者
ス
キ
ー
教
室
」
と
同
額
の
参
加
費
奮
添
え
て
ぐ
だ
さ

い
（
野
外
活
動
実
習
費
は
未
定
）
。

ａ
⑩
1
3
1
3
）
へ
。
2
月
5
日

必
着
で
。
（
市
民
体
育
課
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

花
道
・
明
星
町
地
域
の
地
域
整

備
計
画
夕
策
定
す
る
た
め
の
協
議

会
が
開
か
れ
ま
ず
。

▼
と
き
・
・
・
1
月
2
7
日
出
、
午
後

7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
三
室
戸

集
会
所
。

住
民
の
方
は
誰
で
も
傍
聴
で
き

未
了
。
（
企
画
課
）

市
民
か
る
た
大
会

▼
と
き
・
：
2
月
6
日
㈲
、
9
時

半
か
ら
受
け
付
け
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西

小
倉
集
会
所
▼
級
別
…
初
心
者
と

経
験
者
の
部
▼
会
費
・
：
小
・
中
学

生
三
百
円
、
高
校
生
以
上
五
百
円

▼
参
加
資
格
…
市
民
及
び
市
内
に

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
▼
申
し

込
み
・
・
当
日
会
場
で
客
将
け
。

な
お
、
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
（
市
民
体
育
課
）

第4回

宇
治
市
立
幼
稚
園

子
ど
も
展

幼
稚
園
児
が
自
分
の
思
い
か
素

直
に
力
い
っ
ぱ
い
表
現
し
た
作
品

展
が
開
か
れ
ま
ず
。

▼
と
き
・
・
・
1
月
2
9
日
出
と
3
0
面
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
半
▼
と
こ

ろ
・
：
宇
治
市
民
会
館（

学
校
教
育
課
）

不
用
品
情
報
セ
ン
タ

ー

あ
な
た
も
登
録
を

家
庭
に
放
置
さ
れ
て
い
る
不

用
品
を
有
効
に
活
用
し
て
を
り

シ
た
め
、
二
月
二
十
八
日
ま
で
、

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
李
ｙ
。
譲
Ｓ
ｖ
ｉ
Ｊ
い
も
の
、

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
か
戸
刄
ど

ん
登
録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

登
録
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
、
は
が
き
、
暑
陛
来
庁

刄
（
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

＝
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
宇
治

市
役
所
商
工
観
光
課
消
費
牛
活

係
き
2
2
－
3
1
4
1
内
線
2
9
4
）

（
登
録
中
の
品
物
）

〈
譲
り
ま
す
〉
ロ
ッ
キ
ン
グ

チ
ェ
ア
ー
、
治
療
用
べ
″
ド
、

机
、
電
気
オ
ー
ブ
ン
、
ス
テ
レ

オ
（
ア
ン
プ
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
）
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
自
転
車
、
ベ

ビ
ー
用
品
（
ス
ケ
ー
ル
、
バ
ス
、

ラ
″
ク
、
ベ
ッ
ド
）
、
歩
行
器
、

あ
ん
ま
機
、
一
輪
車
（
土
木
用
）

20歳になったら国民年金に加入

＊国民年金に加入すれば＊

Ｎ
Ｈ
Ｋ
通
信
教
育
カ
セ
″
ト
1
1

巻
（
数
学
）
、
晋
晨
洗
顔
器
。

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉
い
す
、

き
り
の
た
ん
す
、
ベ
ッ
ド
、
食

器
棚
、
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
電
気

洗
濯
機
、
ミ
キ
サ
ー
、
換
気
扇
、

ジ
ュ
ー
サ
ー
、
冷
蔵
庫
、
エ
レ

ク
ト
ー
ン
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、

ポ
ー
タ
ー
サ
ウ
ン
ド
、
ド
ラ
ム

セ
ッ
ト
、
カ
シ
オ
ト
ー
ン
、
ス

ト
ー
ブ
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
、
石
油

用
）
、
都
市
ガ
ス
用
コ
ン
ロ
、
自

転
車
（
婦
人
用
、
男
子
用
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
用
）
、
二
段
べ
″
ド
、

す
べ
り
台
、
ぶ
ら
ん
こ
、
ベ
ピ

よ道
の
胴
着
と
防
具
、
テ
ニ
ス
ラ

ケ
″
ト
、
ぶ
ら
下
り
健
凩
器
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、
も
ち
っ

き
機
、
英
会
話
学
習
機
な
ぺ

（
商
工
観
光
課
）

成
人
差
響
瓦
元
だ
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
未
了
。

二
十
歳
は
国
民
年
金
の
加
入
年
齢
で
す
。
会

社
や
工
場
に
勤
め
る
人
は
厚
生
年
金
に
、
’
官
公

庁
に
勤
め
る
人
は
共
済
組
合
の
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
年
金
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い

求
ｙ
。
ま
だ
の
ん
は
、
今
す
ぐ
印
循
も
っ
て

国
民
年
金
係
ぶ
嘉
き
を
。
（
保
険
年
金
課
）

146

お
知
ら
せ

火事のないまちに税の質問箱

④

医療費
控除

問答
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